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研
究
目
的

　
大
韓
民
国
（
以
下
、
韓
国
）
は
在
外
国
民
を
多
く
有
す
る
国
で
あ
る
が
、
な
か
で
も
在
日
コ
リ
ア
ン
 ［１
］ は
そ
の
歴
史
的
背

景
か
ら
独
自
の
立
ち
位
置
を
占
め
て
い
る
。
日
本
の
植
民
地
支
配
の
結
果
と
し
て
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
増
え
始
め
た
出

稼
ぎ
朝
鮮
人
労
働
者
や
朝
鮮
人
留
学
生
の
中
に
は
、
日
本
に
生
活
基
盤
を
持
っ
て
い
る
者
が
多
か
っ
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
講
和
条
約
（
以
下
、
講
和
条
約
）
発
効
直
後
の
一
九
五
二
年
四
月
一
九
日
、
日
本
政
府
法
務
府
（
現
、
法
務
省
）
民
事
局

長
通
達
に
よ
り
、
朝
鮮
と
台
湾
の
旧
植
民
地
出
身
者
は
一
律
に
日
本
国
籍
を
喪
失
し
た
。
植
民
地
期
か
ら
根
強
か
っ
た
日

本
社
会
の
民
族
差
別
は
戦
後
も
続
い
て
い
た
の
で
、
こ
の
日
本
国
籍
喪
失
に
よ
っ
て
在
日
コ
リ
ア
ン
は
い
っ
そ
う
厳
し
い

状
況
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
一
方
、
戦
後
の
朝
鮮
半
島
で
は
、
日
本
の
敗
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下
、
ア
メ
リ
カ
）
と
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共

和
国
連
邦
（
以
下
、
ソ
連
）
に
よ
る
分
割
占
領
を
経
て
、
一
九
四
八
年
に
韓
国
と
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
以
下
、
北
朝

鮮
）
の
二
つ
の
主
権
国
家
が
樹
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
韓
国
政
府
は
日
本
で
在
外
国
民
登
録
制
度
を
導
入
し
、
在
日
コ
リ
ア

ン
は
韓
国
国
民
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
在
日
コ
リ
ア
ン
に
韓
国
籍
を
登
録
さ
せ
始
め
た
。
そ
し
て
韓
国
政
府
は
、
こ
の
措

置
に
よ
り
国
籍
表
記
を
「
韓
国
」
と
す
る
者
と
「
朝
鮮
」
の
ま
ま
の
者
に
区
別
し
、
そ
れ
を
在
日
コ
リ
ア
ン
の
処
遇
に
反
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映
さ
せ
た
。
現
在
に
お
い
て
は
、
国
籍
表
記
の
「
朝
鮮
」
と
は
日
本
の
国
内
法
上
は
国
籍
を
意
味
せ
ず
、
事
実
上
の
無
国

籍
扱
い
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
韓
国
政
府
は
住
民
票
の
表
記
が
「
朝
鮮
」
に
な
っ
て
い
る
在
日
コ
リ
ア
ン
に
対
し
て

は
韓
国
へ
の
出
国
を
厳
し
く
管
理
し
て
い
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
主
導
に
よ
り
、
一
九
五
一
年
末
よ
り
日
韓
両
政
府
は
国
交
を
結
ぶ
た
め
の
会
談
（
日
韓
会
談
）
を
開
始
し

た
が
、
そ
の
過
程
で
韓
国
政
府
は
在
日
コ
リ
ア
ン
の
法
的
地
位
問
題
を
主
要
課
題
の
一
つ
と
し
た
。
し
か
し
、
日
韓
会
談

に
お
い
て
、
当
事
者
で
あ
る
在
日
コ
リ
ア
ン
ら
は
自
ら
の
法
的
地
位
問
題
に
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
日
本
政
府
と
韓

国
政
府
だ
け
で
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
韓
国
政
府
の
在
日
コ
リ
ア
ン
へ
の
対
応
の
要
因
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、
韓
国
の
初
期
政
権
で
あ
る
 李
  承
 

イ
 ス
ン

 晩
  ［２
］ 政
権
期
に
形
成
さ
れ
た
韓
国
政
府
と
在
日
コ
リ
ア
ン
と
の
関
係
構
築
過
程
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
言
い
か
え

マ
ンれ

ば
、
韓
国
政
府
が
在
日
コ
リ
ア
ン
を
国
家
の
構
成
員
と
し
て
認
識
し
つ
つ
、
そ
の
法
的
地
位
問
題
に
ど
の
よ
う
に
関
与

し
た
の
か
を
具
体
的
に
検
討
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
で
は
李
承
晩
政
権
期
を
対
象
に
、
当
時
の

韓
国
政
府
と
在
日
コ
リ
ア
ン
と
の
関
係
を
確
認
し
た
う
え
で
、
韓
国
政
府
に
よ
る
在
日
コ
リ
ア
ン
に
対
す
る
諸
政
策
を
検

討
す
る
。

な
ぜ
「
包
摂
」
と
「
排
除
」
な
の
か

　
李
承
晩
政
権
の
対
在
日
コ
リ
ア
ン
政
策
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
朝
鮮
半
島
の
分
断
状
況
を
め
ぐ
る
韓
国
政
府
の

対
応
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
韓
国
政
府
は
朝
鮮
半
島
の
分
断
体
制
の
も
と
で
、
局
面
に
応
じ
て
多
様
な
方
法
や
手
段

で
国
民
を
時
に
は
「
包
摂
」
し
、
時
に
は
「
排
除
」
し
て
き
た
。
本
書
で
は
、
こ
の
「
包
摂
」
と
「
排
除
」
の
二
つ
の
概

念
を
用
い
て
、
韓
国
政
府
の
在
日
コ
リ
ア
ン
へ
の
対
応
を
論
じ
る
。

　
韓
国
現
代
史
研
究
に
お
い
て
、
国
家
権
力
に
よ
る
国
民
の
「
包
摂
」
と
「
排
除
」
の
側
面
に
着
目
す
る
研
究
は
か
な
り

積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
先
行
研
究
の
動
向
を
整
理
し
た
う
え
で
、
本
書
で
な
ぜ
こ
の
概
念
を

用
い
る
の
か
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
李
承
晩
政
権
の
行
政
機
構
の
機
能
を
研
究
し
た
 金
榮
美
  ［３
］ は
、
朝
鮮
半
島
の
分
断
体
制
に
お
い
て
、
国
民
登
録
を
通
し

キ
ム
ヨ
ン
ミ

て
国
民
が
、
共
産
主
義
者
で
あ
る
か
な
い
か
を
識
別
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
李
承
晩
政
権
の
推
進
す
る
反
共
政
策
に
動
員

さ
れ
、
戦
時
期
に
は
徴
兵
対
象
と
し
て
包
摂
さ
れ
て
い
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
李
承
晩
政
権
が
人
々
を
国
民
と

し
て
包
摂
す
る
意
図
は
、
反
共
政
策
に
沿
っ
て
統
制
す
る
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
。

　
 金
得
中
  ［４
］ の
研
究
に
お
い
て
も
、
李
承
晩
政
権
の
国
民
に
対
す
る
包
摂
と
排
除
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
金
得
中
は
、
米

キ
ム
ド
ゥ
ッ
ヂ
ュ
ン

軍
文
書
や
当
時
の
民
間
人
の
証
言
を
中
心
に
検
討
し
た
結
果
、
朝
鮮
戦
争
期
の
李
承
晩
政
権
は
、
韓
国
国
民
が
反
共
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
を
信
じ
る
愛
国
者
で
あ
る
か
ど
う
か
を
暴
力
と
法
的
・
社
会
的
統
制
に
よ
っ
て
検
証
し
て
き
た
と
指
摘
す
る
。

そ
の
検
証
過
程
に
お
い
て
李
承
晩
政
権
に
と
っ
て
満
足
の
い
く
反
共
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
持
つ
国
民
と
認
知
さ
れ
る
と
包
摂

対
象
に
な
っ
た
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
排
除
対
象
に
な
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
粛
清
さ
れ
た
と
論
じ
た
。

　
ま
た
、 金
容
撤
  ［５
］ は
李
承
晩
政
権
が
多
数
の
労
働
者
を
包
摂
し
た
側
面
を
取
り
扱
っ
た
。
彼
は
、
各
労
働
組
合
の
関
連

キ
ム
ヨ
ン
チ
ョ
ル

資
料
を
中
心
に
、
李
承
晩
政
権
が
権
力
を
維
持
す
る
た
め
に
特
定
の
労
働
者
を
支
援
し
た
こ
と
を
包
摂
と
し
て
論
じ
た
。

包
摂
さ
れ
た
特
定
の
労
働
者
は
、
李
承
晩
政
権
を
支
持
す
る
傘
下
団
体
の
構
成
員
と
し
て
、
一
般
労
働
者
を
統
制
し
、
労

働
者
が
李
承
晩
政
権
と
密
接
な
関
係
を
つ
く
る
う
え
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
李
承
晩
政
権
に
労
働
者
と
の
密
接
な
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関
係
が
必
要
で
あ
っ
た
理
由
は
、
当
時
の
李
承
晩
政
権
は
、
韓
国
国
民
か
ら
の
政
治
的
な
支
持
を
得
る
た
め
に
、
労
働
者

と
農
民
の
た
め
に
働
く
政
権
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
、
李
承
晩
政
権
の
国
民
へ
の
「
包
摂
」
と
「
排
除
」
が
ど
の
よ
う
に
現
れ
る
か
を
分
析
し
た
研
究
を
確
認
し
た
。

こ
れ
ら
の
研
究
か
ら
は
、
李
承
晩
政
権
が
包
摂
す
る
対
象
は
、
①
李
承
晩
政
権
が
統
制
で
き
る
者
、
②
李
承
晩
政
権
が
主

張
す
る
反
共
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
検
証
過
程
を
通
過
し
た
者
、
③
李
承
晩
政
権
の
政
権
維
持
に
役
立
つ
者
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

李
承
晩
政
権
の
反
共
政
策
に
好
影
響
を
も
た
ら
す
国
民
だ
け
が
包
摂
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
排
除
さ
れ
る
対
象
と
は
、
李
承
晩
政
権
の
反
共
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
検
証
過
程
で
「
ア
カ
」
と
識
別
さ
れ
た
者
で

あ
る
。
李
承
晩
政
権
の
反
共
政
策
に
悪
影
響
を
も
た
ら
す
者
た
ち
は
、
排
除
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
李
承
晩
政
権
の
こ
の
よ
う
な
包
摂
と
排
除
の
側
面
は
、
当
時
の
在
日
コ
リ
ア
ン
政
策
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
現

れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
書
で
は
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
。

先
行
研
究
の
整
理
と
課
題

　
戦
後
の
在
日
コ
リ
ア
ン
に
対
す
る
処
遇
問
題
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
を
見
て
み
る
と
、
そ
の
一
次
的
な
原
因
が
日
本
政

府
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）
に
あ
る
と
判
断
し
て
、
日
本
政
府
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
政
策
を
分
析
す
る
多
数
の

研
究
が
出
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
ず
、
ロ
バ
ー
ト
・
リ
ケ
ッ
ト

RobertRicketts
（
               ） ［６
］ は
、
敗
戦
後
の
在
日
コ
リ
ア
ン

に
対
す
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
日
本
政
府
の
対
応
と
、
そ
れ
に
反
応
す
る
在
日
コ
リ
ア
ン
の
運
動
に
注
目
し
た
。
次
に
、
小
林
知

子
 ［７
］ は
、
解
放
後
か
ら
朝
鮮
戦
争
期
ま
で
の
各
在
日
コ
リ
ア
ン
団
体
の
活
動
内
容
を
取
り
扱
い
な
が
ら
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
マ
ッ

カ
ー
シ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
在
日
コ
リ
ア
ン
の
進
歩
的
民
族
主
義
者
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
在
日
本
朝
鮮
人
連
盟
（
以
下
、
朝

連
）
の
民
族
運
動
に
否
定
的
な
認
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
敗
戦
直
後
に
お
け
る
日
本
政
府
の
在
日
コ

リ
ア
ン
の
参
政
権
を
め
ぐ
る
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
水
野
直
樹
 ［８
］ に
詳
し
い
。
水
野
は
日
本
政
府
が
在
日
コ
リ
ア
ン
の

参
政
権
問
題
に
ど
う
対
処
し
て
い
た
か
を
分
析
し
、
特
に
衆
議
院
議
員
で
あ
っ
た
清
瀬
一
郎
が
在
日
コ
リ
ア
ン
の
参
政
権

を
否
定
し
た
点
を
指
摘
し
た
。

　
一
方
、 金
  太
  基
  ［９
］ は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
日
本
政
府
の
在
日
コ
リ
ア
ン
政
策
の
み
な
ら
ず
、
韓
国
政
府
の
視
点
も
踏
ま
え
て
、

キ
ム
 テ
 
ギ

在
日
コ
リ
ア
ン
の
法
的
地
位
及
び
処
遇
に
関
す
る
政
策
分
析
を
行
い
な
が
ら
、
韓
国
政
府
と
在
日
本
大
韓
民
国
民
団（
以
下
、

民
団
）
と
の
関
係
に
注
目
し
た
。
彼
の
研
究
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
在
日
コ
リ
ア
ン
政
策
に
い
か
に
関
与
し
て
い
た
の
か
を
具
体
的

に
検
証
し
た
点
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
李
承
晩
政
権
が
民
団
員
な
ら
び
に
韓
国
国
民
と
し
て
登
録
さ
れ
た

者
を
い
か
に
管
理
し
た
の
か
と
い
う
視
点
も
取
り
入
れ
て
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
韓
国
政
府
が
在
日
コ
リ
ア
ン
に

対
す
る
統
制
を
求
め
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 金
  奉
燮
  ［　
］ は
、
金
太
基
の
研
究
を
踏
ま
え
、
韓
国
政
府
の
民
団
育

キ
ム
 ボ
ン
ソ
プ

10

成
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、
北
朝
鮮
に
よ
る
在
日
本
朝
鮮
人
総
連
合
会
（
以
下
、
総
連
）
の
育
成
内
容
と
の
比
較
を
通

じ
て
、
韓
国
政
府
が
北
朝
鮮
と
総
連
の
動
き
を
牽
制
す
る
た
め
に
行
っ
た
支
援
策
と
と
も
に
詳
細
に
論
じ
た
。

　
当
時
の
在
日
コ
リ
ア
ン
を
対
象
と
し
た
研
究
を
み
る
と
、
在
日
コ
リ
ア
ン
の
具
体
的
な
人
口
動
態
や
在
日
コ
リ
ア
ン
社

会
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
外
村
大
 ［　
］ が
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
外
村
は
、
こ
れ
ま
で
参
照
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
当
時
の

11

雑
誌
記
事
を
始
め
と
す
る
一
次
資
料
を
読
み
込
ん
で
、
植
民
地
期
か
ら
解
放
ま
で
の
過
程
を
綿
密
に
検
討
し
、「
在
日
朝
鮮

人
」
と
い
う
存
在
概
念
に
考
察
を
加
え
た
。
外
村
の
研
究
で
は
、
植
民
地
支
配
に
抵
抗
し
て
き
た
在
日
コ
リ
ア
ン
の
存
在

自
体
が
、
日
本
の
帝
国
主
義
に
よ
る
加
害
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。 
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